
＜「経ヶ岳トンネル他」工事が竣工しました（令和3年 12月 20日）＞

長崎市船石町から平間町の間で、平成 27 年 2 月 9 日より進められていました「経ヶ岳ト

ンネル他」工事（受注者：鉄建・りんかい日産・西海興業 JV）が、令和 3 年 12 月 20 日に

竣工しました。

この工事では、工事長 3,216m 間で、延長 1,930m の経ヶ岳トンネルをはじめ、経ヶ岳ト

ンネル前後に隣接する橋りょう（橋台 3 基、橋脚 23 基、上部工 405m）や高架橋、路盤な

どの施工が行われました。

この工事の竣工により、長崎県内の主要な土木工事 40 工事のうち 34 工事が竣工したこと

となりました。
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八郞川・国道 34 号・県道東長崎長与線を跨ぐ、延長 190 メートル 3 径間の八郞川橋りょ

うは、まず橋脚をつくり、そこから「やじろべえ」のようにバランスをとりながら、現場で

コンクリートを打設して橋げたを左右に伸ばしていき、つなぐという工法（張出架設工法）

で架けられました。

この張出架設工法は、本現場のように橋りょうの下に河川や道路が通っていたり、あるい

は山間部で深い谷があるなど、地上から大型クレーンで架設したり支保工（上部工を作ると

きに下から上部工の重さを支える仮設材）を組み立てることが困難な場所で採用される工法

です。

また、本工法を採用したことにより、橋りょうの下を通る道路の交通規制時間を少なくす

ることも出来ました。

【架設状況写真】

①これからだんだん左右に張り出していきます ②半分ほど張り出してきました

③写真中央の橋脚からの張り出しは完了し、今度は ④写真左側の橋脚からの張り出しも完了し、

（平成 30 年 6 月撮影） （平成 30 年 12 月撮影）

写真左側の橋脚から張り出しが行われています
（平成 31 年 4 月撮影）

橋げたが繋がりました
（令和元年 10 月撮影）
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